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三 

 

足
立
区
の
表
玄
関
で
あ
る
北
千
住
駅
は
、
明
治
二
十
九
年
当
時
東
京
府
南
足
立
郡
千
住
町
時
代
の
遺
物
で
、
そ
の
後
大
正

十
三
年
現
在
の
駅
に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
区
は
昭
和
十
八
年
都
制
施
行
以
来
発
展
し
、
本
駅
の
乗
降
客
も
激
増
し

て
来
た
の
で
あ
る
が
、
こ
と
に
省
線
の
開
通
と
戦
災
に
よ
つ
て
家
を
失
つ
た
人
々
が
都
心
よ
り
東
武
沿
線
に
住
居
を
求
め
る

に
及
ん
で
同
線
の
利
用
者
も
急
激
に
増
加
し
、
現
在
に
お
い
て
は
東
武
北
千
住
駅
か
ら
国
鉄
に
乗
り
換
え
る
も
の
八
万
を 

数
え
、
こ
れ
に
北
千
住
駅
の
乗
降
客
六
万
を
加
え
る
と
、
駅
の
一
日
の
利
用
者
は
実
に
十
四
万
人
を
数
え
る
現
状
で
あ
る
。 

な
お
、
本
駅
の
建
設
に
よ
つ
て
千
住
町
は
東
西
に
両
断
さ
れ
た
が
、
こ
の
両
地
点
を
結
ぶ
交
通
路
に
つ
い
て
は
建
設
当
時

な
ん
ら
考
慮
を
な
さ
れ
な
か
つ
た
関
係
上
、
ガ
ー
ド
等
の
交
通
施
設
は
な
く
、
わ
ず
か
に
駅
よ
り
四
百
メ
ー
ト
ル
先
の
ガ
ー 

し
か
し
な
が
ら
現
在
の
ホ
ー
ム
、
道
路
の
狭
あ
い
等
構
内
す
べ
て
の
施
設
が
不
完
全
な
た
め
、
朝
夕
の
混
雑
は
言
語
に
絶

し
、
こ
と
に
雨
天
の
場
合
に
お
い
て
は
乗
降
客
の
苦
痛
ば
か
り
で
な
く
、
幾
多
の
傷
害
者
を
見
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
忍
び
ざ
る
も
の
で
あ
る
。 

、
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、 

、 

、 

ド
若
し
く
は
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
先
の
踏
切
に
よ
つ
て
交
通
を
保
持
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
踏
切
は
貨
車
の
入
替

え
、
汽
車
、
電
車
の
通
過
等
に
よ
り
一
日
昼
間
の
し
や
断
回
数
三
百
三
回
を
数
え
、
長
き
は
十
八
分
の
し
や
断
時
間
を
要

し
、
一
日
昼
間
の
し
や
断
時
間
延
べ
八
時
間
余
を
費
す
現
状
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
時
間
的
に
活
動
す
る
都
市
生
活
と
全
く
か

け
離
れ
た
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。
従
つ
て
急
を
要
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
雨
天
等
の
場
合
は
わ
ざ
わ
ざ
入
場
券
を
求
め
て

駅
構
内
を
通
行
し
て
用
を
弁
ず
る
と
い
う
場
合
も
生
ず
る
わ
け
で
、
こ
の
入
場
券
一
日
の
発
売
数
は
平
日
一
千
枚
、
日
曜
祭

日
は
千
五
百
枚
に
上
り
、
区
民
の
負
担
は
月
三
十
二
万
円
、
年
間
三
百
八
十
四
万
円
に
達
す
る
の
で
あ
る
。 

か
か
る
現
状
に
お
い
て
北
千
住
駅
を
足
立
区
二
十
九
万
の
都
市
の
駅
に
ふ
さ
わ
し
く
、
し
か
も
現
在
の
実
情
に
即
応
す
る

よ
う
、
す
み
や
か
に
改
築
す
る
と
同
時
に
踏
切
及
び
東
西
千
住
町
の
交
通
を
便
利
な
ら
し
め
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
と
る
必

要
あ
り
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
政
府
の
見
解
並
び
に
予
算
的
措
置
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 、 

、 

、 


